
52　  INNERVISION (35・8) 2020

背　景

　現在，乳がん画像診断には，X線マ
ンモグラフィ，超音波診断装置，MRI，
PETが用いられているが，その中でも世
界的に乳がん検診用機器として推奨さ
れているのはX線マンモグラフィである。
X線マンモグラフィでは，原理上，乳房
内の物質の電子密度分布を画像化する
が，組織密度の高い箇所やカルシウムな
どの金属原子を含む石灰を検出するこ
とで乳がん箇所を推定する。しかしなが
ら，乳房正常組織内に散在するコラー
ゲン線維の量が多い高濃度乳房では，
X線が遮断され，乳がん検出が困難とな
ることが知られており，若年層の乳がん

患者の早期発見を阻む大きな問題となっ
ている。コラーゲン線維の含有量や含有
分布は年齢，人種，個人によって大きく
異なり，高濃度乳房の度合いは4段階に
分類される1）。高濃度乳房は，乳腺組織
が発達している50歳以下の女性に多く見
られ，50歳以下のアジア人女性の79％，
白人女性の61％，黒人女性の56％，ヒ
スパニック女性の55％を占めると言われ
ている（図1）2）。50歳以上では，閉経と
ともに乳腺組織が減少することにより，
高濃度乳房の割合も低下していくが，高
濃度乳房を持つ女性がまったくいないわ
けではない。2018年5月に国立がん研究
センターは，日本国内の15～39歳の思
春期・若年成人期（AYA世代）が罹患す
るがん種についての統計結果を発表し，

AYA世代のうち，30歳代の女性が最も
罹患するがん種が乳がんであることが確
認された3）。そこで，近年，高濃度乳房
にも有効な手法として，マイクロ波を用
いたマンモグラフィの実現が注目されて
おり，世界のさまざまな研究グループが
マイクロ波を用いたマンモグラフィに取
り組んでいる4），5）。しかしながら，再構
成の問題（一意性や計算時間），低分解
能〔超広帯域（UWB）アンテナの性能
の問題〕，誘電分散の問題などから，い
まだマイクロ波の特徴を生かした機器が
世界的にもわれわれの研究グループ以外
では，実現されていない。本稿では，こ
れらの数理解析および工学上の課題を
世界に先駆けて解決した，われわれのグ
ループの研究成果について紹介する。
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Ⅳ  乳がん画像診断の最新技術動向
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図1　  高濃度乳房のX線マンモ
グラフィの画像と人種別
の高濃度乳房の割合2）

人種別高濃度乳房者の割合の年齢による推移
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